
三井造船

グループ

当社は、企業理念として「社会に人に信頼される『ものづくり企業』であり続ける」を掲げ、

理念を支える経営姿勢では「お客様に『より高い満足』を提供する」を最重要テーマにおいて

います。従業員の具体的な行動規範においては、「お客様志向、お客様視点で自らを省みる」

を最重要視しており、「お客様の声」を起点とした新たな「気付き」から「差別化した製品・

サービスの開発・提供」に結びつけるよう努めています。

●株主・投資家の皆様とともに

当社は、IR活動をトップマネジメントによる長期的な経営・財務戦略の一環と位置づけ、企業

情報を積極的かつ公正に開示することで、株主・投資家の皆様に当社および当社グループの

事業活動に対して理解を深めていただけるよう取り組んでいます。

Communication ステークホルダーとのコミュニケーション

株主・投資家の皆様とより良い関係を築くため、適時、適切な情報開示に努め、経営トップ自ら

経営方針と具体的な展望を説明してIR活動を行い、透明性の高い経営を心がけています。

当社の情報は適時、適切にホームページへ掲載しています。決算説明会や中期経営計画などの

資料に加え、三井造船をよりリアルに感じていただくための動画なども掲載しています。

これからもスピーディーで分かりやすい情報発信を心がけていきます。

●取引先の皆様とともに

当社は、「ものづくり企業」として、コスト競争力のある高品質製品の提供を目指しており、

製品を構成する資機材の調達においては、取引先との公正な取引を通じ、共存共栄すること

で社会的責任の達成に取り組んでいます。

当社では、1994年に全社共通業務処理規定（Mitsui Administration Manual（略称：

MAM））を制定し、資材部門の取引先選定に際しては同規定の中で「当社の取引先となる

ことを希望する全ての企業に対して、公平かつ公正な参入の機会を与え、公明正大に行う

ことを基本理念とする」と明文化し、それに基づいて調達活動を実施しています。

取引先選定の基本方針

公平・公正な取引に向けて

情報開示とIR活動

IR情報の発信

2002年11月に「資材・調達倫理規定」を制定し、資材・調達業務従事者が心がけ、かつ守る

べき倫理および行動指針を示しており、清廉・潔白を旨として、取引先との公平・公正な信頼

関係の構築に努めています。

●地域の皆様とともに

当社は、地域社会とのコミュニケーションを大切に考えており、各事業所の従業員による

環境保全活動や、地域での社会貢献活動を通じて持続可能な社会づくりを目指しています。

各事業所における取り組みについては、本レポートならびに当社ホームページでご紹介して

います。

●玉野事業所 進水式の一般公開（年5回程度）

巨大な船体が海上へ滑り出していく雄姿は

圧巻で、参加者の皆様から大変好評をいた

だいています。玉野市観光協会などが企画

している人気の産業観光ツアーは、この

進水式見学を目玉に玉野市内各所を回ります

（開催は不定期）。進水式の見学情報は、玉野

市の公式ホームページに随時掲載されてい

ます。

お客様

従業員

地域社会・国際社会

地球環境 お取引先・協力会社

株主・投資家

政府・行政機関
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